
様式種別 様　式　の　内　容

1 誓約書様式１ ３階建ての受水槽省略に関する誓約書

2 誓約書様式２ 階数制限以外の受水槽省略に関する誓約書

3 誓約書様式６ 借地の給水権利について、土地所有者への無償譲渡に関する誓約書

4 誓約書様式７ 水圧テスト省略に関する誓約書

5 誓約書様式８ 直結増圧に関する誓約書

6 誓約書様式９ 断水に伴い量水器を先に交付する誓約書

7 誓約書様式１２ 第１止水栓から量水器の距離に関する誓約書

8 誓約書様式１３ 給水装置工事に係る私道使用誓約書

9 誓約書様式１４ 出水不良（使用実績あり）に関する誓約書

10 誓約書様式１５ 出水不良（使用実績なし）に関する誓約書



（ ）誓約書様式１

誓 約 書

平成 年 月 日

泉佐野市水道事業管理者 様

建物の所在地 住 所

所有者 住 所

氏 名 印

今般、３階建て建築物に給水を受けるにあたり、受水槽を設置するのが原則ですが当

方の都合により直圧方式にて給水を行うことについては下記の事項を十分理解の上、当

方の責任において行い、泉佐野市に対し一切異議申し立てをしないことを誓約いたしま

。 、 。す また 所有権が移行した場合はこの旨を後継者に継承することを併せて誓約します

記

１．建築物周辺にある水道本管の水圧を計測（ 時間）したうえで、直圧方式が24

可能かどうか当方で確認いたします。

２．将来において、水圧の低下及び変動により出水不良が生じた場合、当方の責任

において解決いたします。

３．貴局の都合により断水等が生じることを予め了解いたします。

簡易処理票

収受・起案 年 月 日 文書分類コード 簿冊番号 公印請求 公印承認

供覧・決済 年 月 日

施行・発送 年 月 日

□公開 □全部非 非公開理由 文書管理

文書番号 保存期間 □部分非 情報公開条例

□非公開 □時限非 条 項 号

第 号 年 年 月 日まで

上記、誓約書を受理してよろしいか。

課 長 課長代理 係 長 担当者



（誓約書様式２）

誓 約 書

平成 年 月 日

泉佐野市水道事業管理者 様

給水工事申込者 住 所

（誓約者）

氏 名 印

私は、このたび泉佐野市において給水を受けるにあたり、本来なら受水槽を設置し

なくてはならないのですが、当方の事情により設置いたしません。つきましては、

出水不良もしくは貴局の都合による断水等が生じても、一切異議申し立てをしない

ことを誓約いたします。

また、売買等により所有権の移転があった場合については、当方で責任をもって

承継することを併せて誓約いたします。

記

１．給水場所 泉佐野市

２．給水管口径 φ 粍

３．給水の用途

簡易処理票

収受・起案 年 月 日 文書分類コード 簿冊番号 公印請求 公印承認

供覧・決済 年 月 日

施行・発送 年 月 日

□公開 □全部非 非公開理由 文書管理

文書番号 保存期間 □部分非 情報公開条例

□非公開 □時限非 条 項 号

第 号 年 年 月 日まで

上記、誓約書を受理してよろしいか。

課 長 課長代理 係 長 担当者



（ ）誓約書様式６

誓 約 書

平成 年 月 日

泉佐野市水道事業管理者 様

給水工事申込者 住 所

氏 名 印

今回、借地に給水開栓申込みを行うにあたり、将来において土地を地主に返還した

場合は、給水権利を地主に無償で譲渡することを誓約します。

記

１．給水開栓場所 泉佐野市

２．土地所有者 住 所

氏 名

簡易処理票

収受・起案 年 月 日 文書分類コード 簿冊番号 公印請求 公印承認

供覧・決済 年 月 日

施行・発送 年 月 日

□公開 □全部非 非公開理由 文書管理

文書番号 保存期間 □部分非 情報公開条例

□非公開 □時限非 条 項 号

第 号 年 年 月 日まで

上記、誓約書を受理してよろしいか。

課 長 課長代理 係 長 担当者



（誓約書様式７）

誓 約 書

平成 年 月 日

泉佐野市水道事業管理者 様

給水工事申込者 住 所

（誓約者）

氏 名 印

私は、このたび泉佐野市において給水装置の増設または改造をすることにあたり本

来ならば水圧テスト（１．７５Ｍｐ）を受けなければなりませんが、既設の給水装置が

古く破損の恐れがあるため水圧テストを省略いたします。

つきましては、新設部分にて不具合が発生しても一切異議申し立てしないことを誓約

いたします。

記

１．給水場所 泉佐野市

２．給水管口径 φ 粍

３．給水の用途

簡易処理票

収受・起案 年 月 日 文書分類コード 簿冊番号 公印請求 公印承認

供覧・決済 年 月 日

施行・発送 年 月 日

□公開 □全部非 非公開理由 文書管理

文書番号 保存期間 □部分非 情報公開条例

□非公開 □時限非 条 項 号

第 号 年 年 月 日まで

上記、誓約書を受理してよろしいか。

課 長 課長代理 係 長 担当者



（誓約書様式８）

直結増圧装置等の維持管理にかかる誓約書

平成 年 月 日

泉佐野市水道事業管理者 様

給水工事申込者

〒

住 所

,氏 名

直結増圧方式の給水装置(以下「増圧装置等」という。)の維持管理については、下記事項を

遵守することを誓約します。

なお当該装置を第三者に譲渡する際には、下記事項を譲受人に対し必ず継承します。

記

（使用者等への周知）

増圧装置等について次のような特徴を理解し使用者に周知させ、増圧装置に起因する給

水異常については当方で処理するとともに苦情等を上下水道局に一切申し立てません。

(１ )増圧装置等を設置した場合は、貯水槽のような貯溜機能がないため、上下水道局の

配水管工事による断水及びメーターの取替え作業等の場合には、水の使用ができなく

なることを周知します。

(２ )増圧装置の異常、故障等の緊急時に備え、管理人、維持管理業者の連絡先を記入

した表示板を設置します。

（定期点検等）

増圧装置等の逆流防止の機能を適切に保つため、1 年以内ごとに１回の定期点検を行う

とともに、必要があれば修繕を行います。

（損害の賠償）

増圧装置等に起因して、逆流または漏水が発生し、上下水道局もしくは、その他の使用

者等に損害を与えた場合は、当方で責任をもって補償いたします。

（配水管水圧によるポンプ稼動の有無）

配水管水圧の変動により、ポンプが稼動しない場合があっても、それについて上下水道

局に対して苦情あるいは、異議申し立てを行いません。

（紛争の解決）

上記各項の条件を使用者に周知徹底させ、増圧装置等に起因する紛争等については、

当事者間で解決し、上下水道局に一切迷惑をかけません。

万一、配水管への影響等問題が発生した場合、関係法令を遵守し、貯水槽水道への変更

を当方にて行います。

関係法令：泉佐野市給水条例施行規定 第５条第３項



（誓約書様式９）

誓 約 書

平成 年 月 日

泉佐野市水道事業管理者 様

給水工事申込者 住 所

氏 名 印

指定給水装置工事事業者 住 所

氏 名 印

給水装置工事施行承認番号「 － 」において、本来、本復旧工事を含め、

工事検査に合格し工事が完了となりますが、下記理由により、給水開栓申込にて

量水器の交付をお願いします。

記

理由：①井戸水から上水道への切り替えに伴い、切替工事後、断水となってしまう為

②（ ）宅から量水器二次側で分岐していたが、新規で量水器を設置する

ので、切替工事後、断水となってしまう為

③既設量水器の口径変更に伴い、切替工事後、断水となってしまう為。

遵守事項：

・本復旧完了まで常に仮復旧状態を管理し安全対策に努め、万一事故等が生じた場合に

、 。ついては責任を持って対処するとともに 泉佐野市に対して異議申し立て致しません

・本復旧工事については、平成 年 月 日までに施工することを誓約します。

・量水器を設置した後、遅滞なく申請等手続きを行うことを誓約します。

簡易処理票

収受・起案 年 月 日 文書分類コード 簿冊番号 公印請求 公印承認

供覧・決済 年 月 日

施行・発送 年 月 日

□公開 □全部非 非公開理由 文書管理

文書番号 保存期間 □部分非 情報公開条例

□非公開 □時限非 条 項 号

第 号 年 年 月 日まで

上記、誓約書を受理してよろしいか。

課 長 課長代理 係 長 担当者



（ ）誓約書様式１２

誓 約 書

平成 年 月 日

泉佐野市水道事業管理者 様

給水工事申込者 住 所

（誓約者）

氏 名 印

当該水道量水器の設置箇所について、第１止水栓の直後に設置するよう指導を受け

ましたが、個人の土地利用の都合上、量水器位置を変更することになりました。

従いまして、泉佐野市水道事業給水条例 第３条 第６条２項 第２０条を確認した

、 、 、 、うえで 民地内の給水装置についての維持管理は 給水装置申込者で行い 貴局に対し

修理等の要求をしないことを誓約します。

記

１．給水装置設置場所 泉佐野市

簡易処理票

収受・起案 年 月 日 文書分類コード 簿冊番号 公印請求 公印承認

供覧・決済 年 月 日

施行・発送 年 月 日

□公開 □全部非 非公開理由 文書管理

文書番号 保存期間 □部分非 情報公開条例

□非公開 □時限非 条 項 号

第 号 年 年 月 日まで

上記、誓約書を受理してよろしいか。

課 長 課長代理 係 長 担当者



（ ）誓約書様式１３

誓 約 書

平成 年 月 日

泉佐野市水道事業管理者 様

給水工事申込者 住 所

（誓約者）

氏 名 印

私は、このたび泉佐野市において給水を受けるにあたり、下記の私道を使用しなけれ

ば工事を行うことが困難である状況です。つきましては、この施行に関する利害関係人

の調整を行ったうえで、個人の財産権を侵害しないように、給水装置の設置に着手しま

すが、布設後における適正な維持管理を含め、利害関係人その他の者から異議があった

場合には、給水工事申込者の責任において対応並びに解決することを誓約いたします。

また、売買等により所有権の移転があった場合については、当方で責任をもって承継

することを併せて誓約いたします。

記

１．工事場所（私道） 泉佐野市

簡易処理票

収受・起案 年 月 日 文書分類コード 簿冊番号 公印請求 公印承認

供覧・決済 年 月 日

施行・発送 年 月 日

□公開 □全部非 非公開理由 文書管理

文書番号 保存期間 □部分非 情報公開条例

□非公開 □時限非 条 項 号

第 号 年 年 月 日まで

上記、誓約書を受理してよろしいか。

課 長 課長代理 係 長 担当者



（誓約書様式１４）

誓 約 書

平成 年 月 日

様泉佐野市水道事業管理者

給水装置所有者 住 所

（水栓番号 ）

氏 名 印

本来、給水装置の不備による出水不良は、個人の費用で修理するのが原則ですが、今

回に限り、修理の実施をお願い致したく、下記のことを誓約します。

記

１．逆圧洗浄を行う場合

（１）宅地内に立ち入ることに一切異議申し立てしないこと。

（２）逆圧洗浄は水圧が高くなり、給水装置に負荷がかかることについて、一切異議

申し立てしないこと。

２．逆圧洗浄を行わない場合、又は逆圧洗浄を行ったにも係わらず、出水不良が解消さ

れない場合

（１）宅地内を掘削することについて一切異議申し立てしないこと。また、掘削した

ことで、ブロック塀に万一影響が生じても一切異議申し立てしないこと。

（２）復旧については、上下水道局の仕様（モルタル補修またはレミファルト程度）

とし、それ以外の舗装については家屋の所有者の費用にて行うこと。

（３）樹木等においても補償に関して、一切異議申し立てしないこと。

３．修理完了後

水道水の使用実績が少ない場合にも、出水不良が再び起こる可能性があることを承

知し、今後同様の出水不良が起こった場合には、私費で修理し、貴局に対して修理

の実施を一切要求しないこと。

簡易処理票

収受・起案 年 月 日 文書分類コード 簿冊番号 公印請求 公印承認

供覧・決済 年 月 日

施行・発送 年 月 日

□公開 □全部非 非公開理由 文書管理

文書番号 保存期間 □部分非 情報公開条例

□非公開 □時限非 条 項 号

第 号 年 年 月 日まで

上記、誓約書を受理してよろしいか。

課 長 課長代理 係 長 担当者



（誓約書様式１５）

誓 約 書

平成 年 月 日

様泉佐野市水道事業管理者

給水装置所有者 住 所

氏 名 印

本来、給水装置の不備による出水不良は、個人の費用で修理するのが原則ですが、今

回に限り、逆圧洗浄の実施をお願い致したく、下記のことを誓約します。

記

１．宅地内に立ち入り、逆圧洗浄を行うことについて、一切異議申し立てしないこと。

２．逆圧洗浄は、水圧が高くなり、給水装置に負荷がかかることを承知した上で、万一

給水管に不具合が生じても、一切異議申し立てしないこと。

． 、 、 、３ 逆圧洗浄を行ったにも係わらず 出水不良が解消されない場合には 私費で修理し

貴局に対して修理の実施を一切要求しないこと。

簡易処理票

収受・起案 年 月 日 文書分類コード 簿冊番号 公印請求 公印承認

供覧・決済 年 月 日

施行・発送 年 月 日

□公開 □全部非 非公開理由 文書管理

文書番号 保存期間 □部分非 情報公開条例

□非公開 □時限非 条 項 号

第 号 年 年 月 日まで

上記、誓約書を受理してよろしいか。

課 長 課長代理 係 長 担当者
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